
           ２学期から始めた自主学習。御家

庭での日々の御支援ありがとうご 

ざいます。ＡＢメニュー表を参考にしながら大変意欲的に 

取り組めています。高学年に向けて、自主学習の習慣化は 

大変大切な点だと考えています。今後もお子さんの様子に 

応じて御支援、御協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 
平成２６年を迎えました。短い３学期は、５年生へ向けての準備の

学期ともなります。学習も生活も４年生のまとめの学期として、自分
や友達の成長のよさを感じながら５年生へのステップとなるようにし

ていく予定です。これからは風邪をひきやすい時期ともなりますので、健康面の自己管理を始めとして、
自分のことを自分自身でしっかりと行うことができるように指導をしていきますので、御家庭においても
お子さんの新年のめあてを継続できるように御支援をお願いいたします。３学期もどうぞよろしくお願い
いたします。 

   

                        

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ☆５年生が近付くに連れてお子さんの様子も変化が見られる時期となります。下記のような成長の段階を 

  理解してお子さんと接すると、よりよい親子関係が築けるのではないかと思います。 

 

日光市立今市第三小学校 

第４学年 学年だより 

第１９号 

平成２６年１月１5 日 

○夏休み中の家庭訪問、個人懇談ではお忙しい中あり
がとうございました。短い時間でしたが、御家庭や
学校での様子等について、よい情報交換の場とする
ことができました。今後もお気づきの点がございま
したら、お気軽に学校まで御連絡ください。御家庭
と学校とが連携しながら、お子さんがより良く成長
できるようにしていきましょう。 

   

 

１３日（月） 成人の日 
２１日（火） クラブ 
２８日（火） クラブ 
２９日（水） 全校集会 
３０日（木） 冬季国民体育 

大会観戦 

○１月３０日（木）に霧降アイスアリーナに冬季国体の観戦に行きます。４年生はフィギュアスケートを観戦

する予定です。詳しくは後日お知らせさせていただきます。 

 （市有バス利用・学校で給食の予定です） 

○２月７日（金）に東原中学校の体育館にて、長縄跳び大会が行われます。大会に向けて各クラスごとに団結

できるよい機会でもあります。目標に向かって協力して取り組めるように支援していきたいと思います。 

○今年も２月下旬に学力テストが予定されています。教科は国語、算数、理科の３教科を実施します。宿題や

自主学習などでも４年生の学習内容が復習できるよう心がけていきたいと思います。御家庭でも１学期から

の復習ができるよう御協力、御支援をお願いします。 

○３学期は風邪やインフルエンザの流行が心配です。教室には加湿器を設置し、お茶うがいと手洗いの励行を

続けていきます。御家庭でも、風邪の予防対策の１つとして習慣化できるよう、声かけをお願いします。 

 

今まで「パパ、ママ大好きー」と天真爛漫（らんまん）で明るく素直だった子が、急に親に反抗したり、無口
になったりすると、多くの保護者のかたが戸惑うと思います。しかし、それらの行動は、思春期の入り口に立
ちお子さまの心が大きく発達している証拠。「大人へ飛躍するための準備が始まった」と考えてほしいと思いま
す。具体的にお子さまの心にどんな変化があるのか御紹介します。 

1.時間的な見通しができるようになる  
これまでは、生活の関心事や対人関係については昨日、今日・明日・明後日といった狭い時間枠でしか捉えてい
なかったのが、思春期に入ると数か月前やあと、ときには 1年ぐらいを見通せる力が育まれます。こうした力が高
まってくると、過去のことを振り返り「こんな風にしなければよかった」と後悔したり、「この先、自分は大丈夫かな」
と不安になったりします。 

2.ほかの人の立場で考えられるようになる  
個人差はありますが、自分以外の人の立場に立って考えられるようになります。身近な人だけでなく、彼や彼女とい
った第三者の気持ちもしだいに想像するようになります。「自分の大好きなお友達は、自分のことを同じように思って
くれている」といった予測だけでなく、「同じクラスの A ちゃんは、自分のことをよく思っていない」という予測もできるよ
うになり、悩みも増えます。 

3.客観的に考えられるようになる  
10歳ごろまでは主観的に考えることが多かったのが、客観的に自分を見ることができるようになります。たとえば、
「B君は何でもできるけど、僕は運動も勉強も苦手」と、自分のだめなところを客観的に見られるようになり、劣等感
が強まります。 

4.抽象的に考えられるようになる  
具体的なことしか考えられなかったのが、「友情って何だろう？」「わたしって何？」といった抽象的なことを考えるよう
になります。しかし、考えても解決力や分析力が不足しているので、イライラしたり、不安になったりしてしまいます。                                                                

＜ベネッセ：教育情報サイトより＞ 

上記のような複雑な感情が芽生えてくるのがこの時期の特徴です。そうした気持ちをうまくとらえられず、自分でもコント

ロールできないので、反抗したり、悩んだりすることが多くなるのです。親のことも客観的に見られるようになるので、口

答えしたり、隠し事も出てきたりします。そんな子どもに保護者も戸惑ってしまい、親子にミゾができやすい時期なので

す。  

 

◎保護者に大切なのは感受性と応答性 


